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経営情報学部 総合経営学科 総合経営コース カリキュラムツリー
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1. 大学での学びの基盤を固める―文献を調べる、論文を書く、プレゼンテーションをする、議論するための基礎を学ぶ

2. 現象世界をつかむ―科学と技術の未来を切り拓く実験科学の知見、数理的思考を深める

3. 現代社会の課題に挑戦する―学問の領域を超えて複眼的思考を身につけ、複雑な現代社会の課題に挑戦する

4 .歴史をひもとく―歴史を読み解く力により、現代社会の通念をうち破り、未来社会を切り拓く

5. 社会の構造的変動をとらえる―現代社会が直面する複合的な課題を構造的に分析する力を養う

6. 世界を創造する―文化、芸術、文学を全人的に体験して創造力を高める

7. 知の知を追究する―人間性の本質を探究し、新しい時代の理念、理想を追究する

8. 心と身体の充実をはかるートレーニング、チームプレー、ゲーム参加などを通して、豊かな人間性、社会性を育む

★アカデミック・スキルズ
★Fundemantals of English I
★Oral  Flucency I
★デジタルアプリA
★経営情報基礎論A
★情報セキュリティA

・デジタルアプリB
・マーケティング論
・データサイエンスI
・第二外国語
・日本語科目（留学生）

・日本国憲法
・自然科学概論
・生涯スポーツ概論
・スポーツ社会学
・スポーツ科学A
・スポーツ科学B
・食環境論
・香りと環境

など

・Fundemantals of English II
・Oral Fluency II
・第二外国語
・日本語科目（留学生）
・心理学
・データサイエンスII
・異文化適応論
・統計学
・生態学
・域学共創プロジェクト

など

★ビジネスキャリアI ★ビジネスキャリアIIA ★ビジネスキャリアIIB

・ビジネスキャリア実践A ・ビジネスキャリア実践B ・インターンシップ

・海外ビジネス研修 I ・ 海外ビジネス研修 II

★ゼミナールA ★ゼミナールB ★ゼミナールC ・ゼミナールD
・（ゼミナールE）

・プロジェクト研究A ・プロジェクト研究B

・教職論
・教育課程論
・道徳教育の理論と方法

・教育原理 ・教育制度
・教育心理学 ・特別のニーズ教育論
・特別活動論 ・教育方法論（ICT活用を含む）
・総合的な学習の時間の指導法
・生徒指導（進路指導の理論及び方法を含む）

・教育相談（カウンセリングを含む）
・社会科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
・公民科教育法Ⅰ、Ⅱ
・保健体育科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
・介護等体験

・社会科教育法Ⅳ
・保健体育科教育法Ⅳ
・教育実習Ⅰ（事前及び事後指導を含む）
・教育実習Ⅱ
・教職実践演習（中・高）

日本語（専門基礎科目）＜留学生・帰国生＞
・日本語Ⅲ
・統合日本語Ⅲ

日本語（専門基礎科目）＜留学生・帰国生＞
・ビジネス日本語Ⅰ ・ビジネス日本語Ⅱ
・キャリア日本語A（就職）
・キャリア日本語B（進学）

日本語（専門基礎科目）＜交換・短期留学生＞
Fundamentals of Japanese A、B、C、D
Intermediate Japanease A、B
JPLT Preparation A、B

情報（専門基礎科目）
・情報システム論 ・情報ネットワーク

情報（専門科目Ⅰ）
・データベース ・アルゴリズムA
・プログラミングA ・ビジネスデータ分析A
・情報化戦略とマネジメントB

英語（専門基礎科目）
・Intermediate Reading Skills I

経営（専門科目Ⅰ）
・経営管理総論 ・人事労務管理論
・経営組織論 ・企業倫理論
・経営戦略論 ・事業と継承

経営（専門科目Ⅰ）
・中小企業論 ・国際経営論
・起業マネジメント論

マーケティング（専門基礎科目）
・流通論 ・デジタルマーケティング

経済（専門科目Ⅰ）
・国際経済学 ・金融論 ・地域振興論
・ファイナンシャルプランニングA
・ファイナンシャルプランニングB

経済（専門科目Ⅰ）
・ミクロ経済学 ・マクロ経済学
・財政学

法律（専門科目Ⅰ）
・民法A ・民法B
・商法 ・会社法A

法律（専門科目Ⅰ）
・税法A ・税法B
・国際法

地理・歴史（専門基礎科目）
・外国誌概説 ・地誌
・地理学A ・地理学B

環境（専門科目Ⅰ）
・環境政策論 ・地域生態系保全論

養成される力・人材像
ビジネスのボーダレス化に対応するために経
営・マーケティング・会計・情報科学分野の
基礎を学び、国内外で活躍するために必要な
専門知識を総合的に身につけ、多文化社会で
マネジメントできる人材。

養成される力・人材像
国や地域の課題を経営的な視点で捉え、情
報・法律・経済・経営・環境などの多様な学
問分野の学びから獲得した知識・技能・態度
を統合し、雇用問題、福祉、地方自治、環境
問題などの多様な課題の解決のための知識や
判断方法を身につけるとともに、それらに積
極的に多様な人々と協働してよりよい公共
サービスを実現できる人材。

養成される力・人材像
スポーツ・健康科学やトレーニング理論の基
礎となる科目からスポーツの実施や指導、健
康の維持・増進、生涯スポーツ社会の実現に
関する知識や方法を正しく理解するとともに、
それらを企業や地域、多様な人々の生活に応
用し、マネジメントできる人材。

スポーツ経営（専門科目Ⅰ）
・スポーツ経営学 ・スポーツビジネス論

スポーツ経営（専門科目Ⅰ）
・スポーツと地域振興
・地域スポーツマネジメント論Ⅰ、Ⅱ

スポーツ科学（専門科目Ⅰ）
・解剖生理学 ・運動生理学
・スポーツ栄養学 ・スポーツ心理学

スポーツ健康科学の基礎（専門基礎科目）
・心と身体の科学 ・健康管理概論
・スポーツ科学C ・スポーツ科学D
・アロマテラピーⅠ、Ⅱ

スポーツ健康・教育（専門科目Ⅰ）
・体育史 ・救急処置（実習を含む）
・運動学（運動方法論を含む）

スポーツ健康・教育（専門科目Ⅰ）
・学校保健学 ・衛生・公衆衛生学
・健康運動指導法（実習を含む）

スポーツ科学（専門科目Ⅰ）
・スポーツ医学 ・体力トレーニング実習
・スポーツアロマテラピー

体育実技（専門科目Ⅰ）
・体つくり運動 ・陸上競技 ・器械運動
・サッカー ・バスケットボール ・柔道

体育実技（専門科目Ⅰ）
・水泳 ・バレーボール
・ソフトボール ・スキー ・ダンス
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【DP1】
経営情報それぞれの分野
に応じた専門的な知識を
身に付け、適切に理解し
て活用することができる。

【DP2】
情報通信技術（ICT）を
活用して経営に係る分析
ができ、新しい視点に
立って経営活動に携わる
ことができる。

【DP3】
多様な価値観について理
解し、異文化社会に属す
る人々とコミュニケー
ションをとりながら、積
極的に連携・協働するこ
とができる。

【DP4】
社会人として必要な倫理
と自律性、協調性を身に
付け、ストレスをコント
ロールしながら適切に
リーダーシップを発揮し、
行動することができる。

【DP5】
企業、行政、教育等の現
場において、正しく状況
を把握し、課題を発見し、
解決に努めることができ
る。

マーケティング（専門科目Ⅰ）
・国際マーケティング

情報（専門基礎科目）
★経営情報基礎論B
・情報理論
・情報学演習A
・情報学演習B
・情報化戦略とマネジメントA

経営（専門基礎科目）
★経営学総論
・企業と社会

マーケティング（専門基礎科目）
・マーケティングリサーチ
・ロジスティックス概論

会計（専門基礎科目）
・初級簿記 ・中級簿記
・会計学

経済（専門基礎科目）
・経済学入門
・経済原論A ・経済原論B
・消費生活と行政

法律（専門基礎科目）
・法律学概論

地理・歴史（専門基礎科目）
・日本の歴史A
・日本の歴史B

英語（専門基礎科目）
・Basic Writing Skills I
・Intermediate Practical Skills I

政治（専門基礎科目）
・政治学入門


